
（別紙３）

～ 令和7年　12月　12日

（対象者数） 13 （回答者数）
11

～ 令和7年　12月　1日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

☆学校や他事業所とより連携をとり、個々に合った支援を

充実できるように取り組みたい

☆社会見学・就労見学、様々な催し等、たくさんの体験や経

験ができるようにしていきたい

2

☆今後も保護者様の意向に沿えるように、相談しやすい環境

作りを心掛ける

☆疑問や不安な事などを語り合えるような父母の会のような

ものを立ち上げたい

3

☆地域交流を増やしていきたい

☆集団療育としてみんなでできるゲームや遊びを常に考えて

いきたい

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

☆教育関係を志す学生や大学生などにアルバイトに来ても

らっているので、今後も拡充していきたい

☆事業所の事や、放課後等デイサービスの事をよく知っても

らう事が必要

2

☆短時間でもみんなで一緒に楽しめる療育を常に考えて

いる

☆個人療育を充実させられることも長所と捉え、ひとりひと

りの特性に合わせた支援をしていく

☆送迎専門のスタッフも検討している

3

☆教職経験者が数名いるので、上手くアピールしていきたい

☆将来に向けての自立、コミュニケーションスキルの向上を目

指し、生活力を身に付ける支援に重きを置いている

☆ひとりひとりの意思を最優先し、自らが決定できるよう最大

限支援している

☆ひとりひとりに合わせた学習や制作、プログラムを楽しみな

がら取り組めるようにしている

☆ひとりひとりと会話やコミュニケーションをとる時間を大切

にし、得意な事や好きな事を拡げ支援に生かしている

☆自分で選べるおやつは好評

☆季節の行事やイベントを大切にしている

☆自分でできた！喜びを感じられるような支援を心掛けている

☆保護者様のご要望にはできる限り臨機応変に柔軟な対応を心

掛けている

☆学校休業日の朝のお迎えなど、働いている保護者様の意向に

沿うように送迎運行を組むようにしている

☆学校休業日は朝9時から開所

☆不登校のご相談にも柔軟に対応している

☆事業所周辺が自然豊かなので、情操教育の一環、また体力作

りに役立てている

☆地域清掃をしながら地域の方たちと交流を図っている

☆季節を肌で感じながら、花見や虫探しや散歩を楽しむことが

できる

☆ランニングや散歩で体力作りに励む

☆小学生の利用が多いので、見学等に来られた中高生の保護者

の方には受け入れられない事もある

☆今現在で小学生が多いだけなので、いずれ今の小学生が中学

生に、高校生に…と考えている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

☆職員の定められた人員は配置できているが、年齢層が高いの

で、若い人たちが働きやすい職場になればと常々考えている

☆専門的な知識、経験が必要な現場で誰でもいいというわ

けにはいかない

☆集団療育の時間確保が難しい状況 ☆利用児童の来所時間が様々、また宿題のある児童が多く、送

迎で職員も出てしまうので、みんなで何かをするという事がな

かなか難しい

☆学習に時間がかかる児童、運動が苦手な児童等、足並みを揃

える事が難しい

令和7年　11月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　12月　12日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後俱楽部りらく

○保護者評価実施期間 令和７年　11月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


